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HP を活用した授業情報一元管理の効果と課題 
―大阪インターナショナルスクールの日本語教室から― 
 
原 和久 
日本語科 
 
１．はじめに 
 インターネットの普及に伴い、学校現場においてもホームページ(HP)を作成し情報の発信を試みる

実践が行われるようになってきた。しかし、ホームページ作りが一過性のイベントとしてとらえられ、

学期や年度が変わっても新しい情報に更新されず放ったままになっている学校も多く見られる。本論

文では、教師、生徒、保護者間のコミュニケーションを改善するためにインターネットをどのように

活用していくかという観点から、ホームページを利用した授業情報一元管理の実践を紹介し、その教

育的効果と今後の課題について考察したい。(1) 
 
２．学内の情報機器環境と HP 開設の経緯 
 筆者の勤める「千里国際学園」は、外国人生徒を対象とする「大阪インターナショナルスクール

（OIS）」と帰国生徒を中心に日本の普通教育を行う「千里国際学園中等部・高等部（SIS）」の二つの

学校で構成され、多言語・多文化学習環境を実現するために同じ校舎内で様々な活動に共に取り組ん

でいる。(2)本学園は 1991 年の設立時より情報教育にも力を入れており、大阪府の助成を得て 97 年に

70 台の PC を購入すると共に LAN を敷設、2002 年に Thin Client を採用するなど徐々に学内の PC を

増やしながら情報インフラを整備してきた。その結果、現在では学内の 150台以上の PCはすべて LAN
で結ばれ、日英の言語に対応したバイリンガル・サーバーによって、外国人生徒や帰国生徒でも言語

の支障なくイントラ及びインターネットにアクセスすることが可能になっている。(図 1、図 2) 
 このように学内のインフラが整いシステムが安定してきたことを受けて、次に学園の課題とされた

のは、生徒の学習に生かすネットワークの活用法を探ることにあった。すなわち、コンピューターを

授業に生かすソフト面での工夫が個々の教師に求められたのである。(3)筆者は、本校において主に外

国人生徒に対する日本語教育を担当しているが、すでにほとんどの生徒が国際間の連絡の必要性から、

家庭で E メール やインターネットを使用している。学内ネットワークの整備とインターネットの利

用は、家庭での急速なネット接続環境の普及を追い風にして、言語教育の分野においても大変魅力的

な教育手段となるのではと思われた。そこで、それらの有効な活用法を探るために、まず担当日本語

コースのウェッブ・ページを開設することを思い立った。HTML の作成には、マイクロソフト社の

FrontPage を使い 1998 年秋にまず一コースを試作、試験的に運営しながら作業を進め 2000 年夏まで

に担当する五コース全部のウェッブ・ページを順次作成した。その後、改善を重ねながら内容を拡充

し、2001 年度夏にすべてのページを統合する日英の言語によるホームページ<Hara Sensei’s Home 
Page>を完成させることができた。(4) 
 
 

                         
 
図 1 インターネットを活用した授業の様子    図 2 学内のコンピューター室   
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３．ＨＰ開設のねらい 
 本校の日本語教育はいわゆる第二言語教育であるが、出来るだけイマージョンの環境を実現するた

めに、教授内容はもちろん教師の指示も媒介語（英語）や学習者の母語を使わず日本語だけで行うよ

う心がけている。日本語のみの直接法による教授は言語学習としては有効な方法ではあるが、生徒が

教師の指示を本当に理解したかどうか確認が難しいため、ともすれば生徒とのコミュニケーションが

曖昧なものになってしまう可能性が高い。宿題やテスト日程などの大切な情報がしっかり学習者に理

解されず保護者にも伝わっていないこともあり、「言った、言わない」でもめることが過去にはあっ

た。また、中には自分の持ち物を管理できない生徒もおり、教師が配布した資料（年間計画、シラバ

スなど）をなくしてしまって、保護者に大事な情報が伝わっていないこともあった。 
このような状態を改善するために、インターネット上に「シラバス」、「年間計画」、「宿題」、「テス

ト日程」などの授業関連情報を媒介語（英語）で掲載することを思い立った。教室内での日本語イマ

ージョン環境を維持しながらも、後で教師の指示を確認できるシステムを確立することで、学習言語

の曖昧性に起因するコミュニケーションのすれ違いを解消できないかと考えたのである。たとえ生徒

が大切な情報をクラスで理解できなかったり、忘れたり、プリントを失くしたりしても、後で確認で

きるように、そして保護者にもしっかり情報が伝わるようにしたい、というのがホームページ開設の

当初のねらいであった。 
 
４．ＨＰへの情報掲載の効果 
 ホームページの開設には試行錯誤を繰り返したが、全ての情報をネット上に一箇所に掲載したこと

への効果はすぐに表れてきた。驚いたことに、従来どおりのやり方で資料を配布したクラスと比べて、

インターネットに情報を掲載し指導したクラスでは、上記の問題を完全に解消出来ただけではなく、

授業時間以外での教師への質問が増えるなど生徒の学習への取り組みの姿勢も大きく変わってきた

のである。つまり、ホームページによる情報発信は教師から学習者への一方向の連絡を可能にするだ

けではなく、双方向のコミュニケーションを改善・促進する大変有効な手段だと思われたのである。

また、生徒のみならず保護者に対してもインターネットを活用してもらうことで、学校に対する関心

を高め参加を促す事が出来るのではないかと感じられた。そこで、2002－03 年度はホームページを

＜教師－生徒－保護者＞間のコミュニケーションを促進するデジタル・ツールとして改めて明確に位

置付け、さらに今までにない情報や機能を付加しその活用法を体系的に探ることにした。また、宿題

などの情報を日々更新し、2003 年６月末に生徒と保護者に対してアンケート調査を行いホームペー

ジ活用の有効性を調べることを自己研修の年間目標とした。 
 
５．ホームページを構成する要素 

2002 年度にリニューアルしたホームページには、下記の「基本情報（ホームページのトップペー

ジ）」と各個別コースの情報を開示したページに加え、今までにないいくつかの新しいエリアを設け

た。ここでは、２つのエリア（「スタディーセンター」と「生徒作品のデジタル・ポートフォリオ」）

について取り上げ紹介したい。 
 
5.1. 基本情報の提供 
サイトのホームとなる最初のページは最上部にタイトル<Hara Sensei’s Home Page>を置き、その下

を四段組とした。そして、4 段組の中央二列のスペースに初めて HP を訪れた人のために「Welcome 
Remark」を載せ、続けて HP の目的、使い方など最も基本となる情報を掲載した。また、「コースに

ついて」「生徒作品」「教育実習情報」「ボランティアの募集」「生徒の活動の様子」「研究論文と自己

研修」などの情報へもここからアクセスできるように項目別にリンクを配置した。最左列には、すぐ

に目的とする情報にたどり着きたい人のために、「各コースのトップページ」へのリンクなどリンク

の一覧を載せリピーターへの利便性を高めた。また、ホームページの最左列上部にはカウンターを設

置し、毎日何人の生徒（保護者）が実際にアクセスしているか、およその数を教師の側で把握できる

ようにした。また、日本語のみしか理解しない保護者のために日本語に翻訳したページへのリンクも

ページ最右列上部に用意した。（図 3） 
 
5.2. 個別授業情報の提供 
ホームページ上に書かれている各コースの名称をクリックすると、ハイパーリンクで筆者が担当す

る五つのコースのトップページに行く事が出来る。生徒や保護者はそこで自分の履修しているコース

の詳細を知る事が出来るようにした。各コースのトップページには、「コースディスクリプション」、

「シラバス」、「年間計画」、「宿題・課題一覧表」、「テスト範囲と日程」、「評価の基準」、「授業スケジ 
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図 3 ＜Hara Sensei’s Home Page＞ Top Page      図 4 各担当日本語コースの Top Page 
 
 

   
 
図 5  スタディーセンター                 図 6 デジタル・ポートフォリオ 



4 

ュール」など授業に直接関係のある情報へのリンクを載せた。また、生徒がコンテストなどで入賞し

たときには、各コースのトップページだけでなく、全体のホームページでもアナウンスしたり、活動

の様子がわかる写真をのせたりした。学年を超えて他のコースでどんな学習をしているのか、生徒や

保護者に日本語プログラムをトータルに把握してもらうためである。（図 4） 
 
5.3. スタディー・センター（個別学習環境の構築と動機付け） 
インターナショナルスクールにとって保護者の仕事の都合で年度途中に転入してくる生徒への対

応は悩みの種である。生徒の未習事項は、担当教師が補習授業をするなどして補わざるを得ないが、

実際そのような生徒を他の生徒に追いつかせるのは至難の業である。そこで、生徒間の言語差を少し

でも縮めるために、インターネットで開設されているフリー教材やレッスンへのリンクを集め生徒が

自由時間や放課後、あるいは長期休暇中に自主的に学習できるようなエリア（スタディ・センター）

をホームページ内に設けた。個別自主学習環境を構築し、生徒の動機を高めることで、生徒間のレベ

ル差を和らげることが目的である。スタディーセンターは現在も開発中であり、さらに充実させてい

く必要があると考えている。（図 5） 
 
5.4. デジタル・ポートフォリオ（生徒作品の保管とネット上の公開） 
 エッセイなどの生徒作品は、ドラフトは鉛筆で書かせ、最終的な仕上げはワープロでタイプして E
メールで提出するように指導した。そして、提出された作品は FrontPage で HTML 言語に変換し一種

のデジタルポートフォリオとして「生徒作品」のエリアに掲載するようにした。生徒作品を掲載した

エリアには生徒のプライバシーを守り悪用を防ぐためのパスワードを設定し、コースを受講している

生徒と保護者しかアクセスできないようにした。従来の紙のポートフォリオと比べて、デジタルポー

トフォリオでは、デジカメの写真やカラーの作品なども比較的容易に記録することができる点がメリ

ットである。また、ホームページで公開することでクラスや学年を超えて生徒間で読みあい、相互評

価するといった活動も可能になる。また、紙のように劣化がなく前年度までの記録を鮮明に残すこと

も比較的容易になるため自分の言語的な成長を作品を通して確認することも出来る。保護者にとって

も、自分の子供がだんだん文字を書けるようになる様子を作品を通して見る事が出来るということは、

励ましになるにちがいない。デジタル･ポートフォリオは、卒業・転校時に記念として、また成長の

記録として、友達全員の作品と共に CD‐ROM にコピーし生徒に手渡している。(図 6) 
 
６．教育効果 
ホームページの活用法を探るために様々な新しい方法を試みたが、ここで筆者自身が体験的に実感

した教師にとってのホームページの利点を箇条書きでまとめてみたい。その多くは、日本語教育以外

の教育分野についてもあてはまるものが多いのではないかと思われる。また、ホームページの利用は

e‐mail や携帯電話・携帯メールなど他のテクノロジーとの併用によって、その良さが最大限に発揮

されるように思われた。 
 
a. 一日、わずか 15‐20 分程度の入力で、最新の情報を生徒や保護者に明確にかつタイムリーに伝

える事が出来るようになった。 
b. 生徒の進度によってシラバスや年間計画が年度途中で変更になった場合にも、新しい情報をコピ

ーして生徒・保護者に渡す必要がなくなった。その結果、紙の無駄遣いを減らすことが可能にな

った。 
c. 病気などで学校を休んだ生徒にも、個別に電話連絡をしなくても授業情報やその日の宿題が伝わ

るようになった。 
d. 成績表や中間報告書などの文書では伝わりにくい写真などの視覚的な情報も保護者に伝える事

が出来るようになった。 
e. 生徒間の言語差が激しい多言語多文化クラスにおいては、はっきりした評価基準を示すことがと

ても重要であるが、HP の活用でそれらを明確に生徒・保護者に伝える事が出来るようになった。 
f. どんな宿題を出したか、記録を残す事が容易になり、生徒や保護者の質問への対応もスムーズに

行う事が出来るようになった。また、適切な宿題を適切な量で出しているか、言語の４技能（ス

ピーキング、ライティング、リスニング、リーディング）に偏りはないかなど、客観的な自己モ

ニターが可能になった。 
g. 日本語学習に加えて、生徒のコンピューターリテラシーの向上にも役に立った。 
h. 生徒のみでなく、JSL の保護者に対しても日本語の自主学習に役立つサイトを紹介できるように

なった。 
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i. 上記のような工夫によって、保護者にクラスでの日本語学習に興味・関心を持ってもらい家庭で

の学習支援を一層促す事が出来るようになった。 
j. 関心を持った保護者が、より積極的にボランティア―などの形で、教育活動に参加するようにな

った。 
k. インターナショナルスクールは世界各国から入学者を迎えるが、入学希望者に、どんな日本語教

育を行っているか事前に知らせる事が容易になった。 
l. インターネットを使用した学校－家庭間のコミュニケーションの充実は SARS などの伝染病が

発生したときの危機対策としても有効であると思われた。万一、学校が休校になっても、普段か

ら連絡がスムーズにとられ自宅学習ができる体制が整えられていれば、それがそのまま危機対策

にもつながるからである。（5） 
 
７．生徒・保護者へのアンケート調査 
 
7.1．調査の目的と方法 
ホームページの活用は、生徒や保護者に対してはどのようなメリットをもたらすのだろうか？その

ことを探るために筆者は 2002‐03 年度の学年末である 6 月中旬に筆者のクラスに在籍する 5 年生か

ら 11 年生までの生徒 34 名（表 1）、保護者 29 名に対して簡単なアンケートを送付した。（6）アンケ

ートは日本語のものと英語のものを用意し、生徒や保護者の答えやすい言語で解答してもらった。生

徒に対しては授業の時間を使って回答してもらったので回収率は 100％となった。担当するクラスの

生徒の人数及び日本語学習暦の概要は次の通りである。保護者に対しては、すでにＥメールを使用し

ている保護者に対してはメールで、そうでない保護者には生徒を通して書面でアンケートを依頼した

が、29 名中 21 名（21 家族）から回答を得た。回答率は 72.4％であった。(7) 尚、保護者の人数が生

徒の人数より少ないのは、兄弟や姉妹で筆者のクラスを履修している生徒が５組あるためである。 
 
表 1 2002－2003 年度 担当日本語コース 

 五・六年生合

同クラス 
七・八年生合同

クラス 
十年生のクラ

ス 
１１年生のクラ

ス 
日本語の 
レベル 

中級 中級 上級 バイリンガル 

日本での 
滞在年数 
 
生徒の特徴 

２～３年 
 
日本語を始めて

まもない生徒。

両親の仕事の都

合で日本に来て

いる。 

３～４年 
 
日本語での簡単

な会話が出来る

ぐらいの日本語

力。 

５年以上 
 
会話はバイリン

ガルだが読み書

きが弱い生徒が

多い。 

読み書きともにバ

イリンガル。日本

で生まれたり、日

本の学校に通った

り日本での生活が

長い。 

人数 ８人 
（男子 2/女子 6） 

１０人 
（男子 7/女子 3） 

１１人 
（男子 4/女子 7） 

５人 
（男子 2/女子 3） 
 

 
7.2．アンケートの内容 
アンケートでは、まず家庭でインターネットやＥメールが使えるかどうか、E メールを毎日チェッ

クしているかどうか、＜Hara Sensei’s Home Page＞にアクセスしたことがあるか、といった基本的な

事柄について質問した上で、ホームページを教育に活用することのメリットについていくつかの質問

に答えてもらった。具体的には、ホームページ活用の利点をいくつか筆者の方で想定しあらかじめリ

ストアップした。そして、下記のような項目にまとめ、それぞれの項目に対して＜「同意する」－「ど

ちらでもない」－「同意しない」＞の 3 つのスケールで回答を求めた。今回のアンケート調査の中心

となる部分は、それら一つ一つの項目に生徒や保護者がどれだけ同意するか（同意率）を調べたもの

である。また、アンケートには最後に自由解答欄も設けた。筆者の側で想定していないホームページ

の活用法や、一年間利用してみた感想などについて自由に記述してもらうためである。また、＜Hara 
Sensei’s Home Page＞にアクセスしたことがないと答えた生徒には、なぜアクセスしなかったのか答え

てもらった。 
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7.2.1.生徒にとってのメリットであると考えられる項目 
 生徒にとってのメリットとして、下記の 4 項目をあらかじめ設定した。 
a. 学内・学外のどこからでも、勉強したいと思ったときにすぐに情報にアクセスして学習活動に結

びつける事が出来る。 
b. 宿題が何か忘れたときでも、教師に聞かなくても自分で調べる事が出来る。 
c. 友達の作品を読みお互いに励ましあう事が出来る。また、自分の作品を書くときの参考になる。 
d. 作文などの評価基準を前もって知ることで、教師に作品を提出する前に、作品の質を高めること

ができる。 
 
7.2.2.保護者にとってメリットであると考えられる項目 
  保護者にとってのメリットとしては、下記の６項目をあらかじめ設定した。 
a. 教室でどんな学習が行われているか知る事が容易である。出張先や旅行先からでも時間のずれな

く、子供の学習をモニターすることができる。 
b. 子供の自立を尊重しながら、学習の様子をうかがう事が出来る。（知らないふりをしながら、子

供をそっとサポートすることができる） 
c. 教室での学習にあわせて、テストの日程などを明確に把握することで、家庭での子供の学習をサ

ポートすることができる。また、e‐mail を使えば、手軽に教師に質問することもできる。 
d. 配布物を子供がなくしてしまって教師には話しづらいときでも、必要な情報にアクセスすること

ができる。 
e. 家にいながらにして、エッセイなどの子供の作品を読むことができるのは便利である。 
f. 教師、プログラム、カリキュラムのトータルな把握を可能にする。また、教師の研究活動などク

ラス外の活動の詳細を知ることができる。 
 
7.3 アンケート.調査の結果 
 
7.3.1.生徒に対する調査の結果 
 アンケート調査の結果、筆者が担当している５年生から１１年生までの 34 人の生徒全員がインタ

ーネットや E メールを家庭でも使用している事が改めて確認された。そのうち、家庭でＥメールを（ほ

ぼ）毎日チェックしている生徒は、23 人（68％）おり、29 人（85％）が授業以外でも＜Hara Sensei’s 
Home Page＞にアクセスしたことがあると答えた。 
 ホームページ活用のメリットについてのａ～ｄの質問に対する生徒の回答は表 2 のようになった。 
 

表 2． 
 同意する 同意しない どちらでもない 同意率 
問ａ ２１ ３ ５ ７２．４％ 
問ｂ ２７ １ １ ９３．１％ 
問ｃ １６ ５ ８ ５５．１％ 
問ｄ １７ ２ １０ ５８．６％ 

 
 また、＜Hara Sensei’s Home Page＞に対して自由に記述してもらった欄には、論文末の資料１のよ

うなコメントが見られた。 
 
7.3.2.保護者に対する調査の結果 
 アンケート調査の結果、回答があった 21 人の内 18 名が家庭でインターネットに接続しＥメールを

使用できる環境にあった。その内Ｅメールを（ほぼ）毎日チェックしている保護者は 17 名であった。

また、残念ながら＜Hara Sensei’s Home Page＞に定期的にインターネットでアクセスしてクラス情報

を確認している保護者はわずか 10 名（34.4%）しかいなかった。それら 10 名の保護者に対して行っ

たホームページ活用のメリットについての質問（項目ａ～f）では、表３のようにいずれの質問に対

する同意率も 80％以上という高い数字になった。保護者にも自由回答欄を設け＜Hara Sensei’s Home 
Page＞に対する感想と要望を書いてもらったが、論文末掲載の資料２のような声を聞く事が出来た。 
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表３ 
 同意する 同意しない どちらでもない 同意率 
問ａ ９ ０ １ ９０％ 
問ｂ ８ ０ ２ ８０％ 
問ｃ １０ ０ ０ １００％ 
問ｄ ９ ０ １ ９０％ 
問 e ８ ０ ２ ８０％ 
問 f １０ ０ ０ １００％ 

 
８．アンケート調査の結果分析 
 上記の調査結果より、筆者が担当している 34 人の生徒については比較的活発にホームページを活

用している様子が伺われた。自由解答欄を見てみると、特に７年生から１０年生までの生徒がインタ

ーネットを積極的に使おうとしているように見受けられた。小学５、６年生は、ホームページに興味

を示しながらも「インターネットの活用法について」という問いにはあまりアイディアが浮かばなか

ったようだ。インターネットを使うとどんなことが可能となるのか、まだ積極的には理解していない

様子が伺われる。日本語の授業の中での使用はもちろんだが、クラス担任や保護者とも協力して学校、

家庭を問わずもっとインターネットに親しみをもたせることが大切ではないかと感じられた。一方７

年生以上の生徒になるとインターネットへの理解も深まってくるようだ。自由回答欄でも比較的積極

的に回答しており、自分の意見を持ってインターネットを積極的に利用し、自己の学習支援に利用し

ている様子が伺われる。生徒の意識の中に、最新のテクノロジーを積極的に使って学習の成果をあげ

ようとする態度が育っているといえよう。特に問ｂの回答から、生徒達がホームページにアクセスす

る主な動機が、日々の宿題のチェックにあることが明らかになった。しかし、問ｃ、問 d の同意率の

低さ（それぞれ５５．１％、５８．６％）に見られるように、他の生徒の作品を参考にしたり評価基

準を参照したりする高度な技術はまだ十分に身についているとはいえないようである。その点で、教

師が期待しているホームページのメリットを生徒達が十分に理解しているとは言い難い。これについ

ては、友達の作品を読みあったり、評価基準表を使って自分の作品を自己採点してみたり、ホームペ

ージだけではなく授業時間も使って利用法を指導していく必要があるのではないかと思われる。 
 自由回答欄では生徒の要望も尋ねたが、中でも「生徒個人の成績を見る事が出来るようにしてほし

い」という要望が多かった。全員に共通する授業情報に加えて、より個別の情報を求めている生徒が

多いことがわかる。個別情報の開示は技術的にはそれほど難しいことではないが、セキュリティーの

心配もありこれまで踏みとどまってきた。一般的に言って、高セキュリティーを求めると高コストは

避けられず、コストを押さえようとするとセキュリティーの面で不安が残るという構図になっている

ようである。一つの解決策として、今後は民間の有料サービスも視野に入れながら各種の教育インタ

ーネットサイト(Web-based educational group ware)を組み合わせて利用することで、コストを押さえな

がらセキュリティーを維持、強化していく必要があるかもしれない。基本的な授業の情報を提供する

部分は自己開発しながらも、成績管理・閲覧などプライバシーに関わるページにはセキュリティーの

高い外部のサービスを一部取り入れることで低コストに押さえることが出来るのではないかと考え

ている。（8） 
 ところで、今回の調査で＜Hara Sensei’s Home Page＞に実際に家庭からアクセスしたことがあると

答えた保護者は全体の 34.4％（10 人）と低い数字にとどまったが、その内 10 人は上記問ａ～ｆの質

問にいずれも８０％以上の同意率で回答している。アンケートに回答しなかった保護者が、どのよう

な理由で解答しなかったのかがはっきりしないため正確なところは分からないが、10 人の回答を見

る限り、よくインターネットやＥメールを使用している保護者ほど、それらの教育への活用について

も理解度が高いと言う事は出来るであろう。ただ、自由解答欄からも見てとれるように、10 人の保

護者全員が＜Hara Sensei’s Home Page＞を使いこなしているわけではなく、「（更新していることも含

めて）ＨＰについて知らなかった」「アクセスできなかった」といった率直な意見もいくつかみられ

た。アンケートに答えなかった保護者も、たぶんそのような理由によってアンケートに回答しなかっ

たのではということが推測される。筆者は、本論文第４節で「生徒のみならず保護者に対してもイン

ターネットを活用してもらうことで、学校に対する関心を高め参加を促す事が出来るのではないかと

感じられた」と書いた。しかし、調査の結果ホームページによる情報の一元化はインターネットやＥ

メールに強い一部の保護者に対してはメリットがあり日本語クラスへの関心と参加の意識を強めて

はいるものの、それ以外の保護者に対してはまだ認知度、利便性ともに低いことが明らかになった。
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ある意味で、インターネットやＥメールの導入によって、それらのテクノロジーを使って積極的に教

師とコミュニケーションをとろうとする保護者と、そうでない保護者の二極化が起こっているのだと

も考えられる。一部の保護者だけでなく、インターネットをあまり使用していない保護者にもクラス

活動に積極的に関わってもらうためには何が必要か、今後の課題として検討していく必要があると思

われる。 
 
９．まとめと今後の課題 
テクノロジーは生徒の学習や保護者とのコミュニケーションの向上に大きく貢献する可能性を秘

めている。特にインターナショナルスクールのような多文化・多言語環境に置いては、授業情報の明

確化と一元化が生徒の学習意欲を引き出す有効な手段に成り得ることが、今回のホームページを活用

した実践とアンケート調査によって明らかになった。しかし、保護者とのコミュニケーションについ

ては、テクノロジーに強い一部の保護者を除いては明らかな改善がみられたとは言えず、今後も検討

を加えていく必要性が感じられた。 
今回の研究報告はホームページに焦点を絞ったものであったが、今後は E‐Mail や携帯電話、また

Web-Based Group Ware など他の IT 技術の利用法についても考察を深めながら、様々なデジタル・ツ

ールの教育への応用の可能性を探っていきたいと考えている。また、それらのデジタル・ツールのも

たらす教育的効果を日本語教育の実践とアクションリサーチを通して様々な角度からより深く調査

し検証していく必要もあるだろう。今後の課題としたい。 
 
 
＜注＞ 
（１） 本論文は、2003 年 8 月に開催された日本情報教育学会第 19 回年会での発表論文に、アンケ

ート調査の集計を踏まえ加筆修正したものである。 
（２） 大阪インターナショナルスクール(K‐12)は９月始まり、千里国際学園中等部・高等部は４

月始まりである。学園内の教授言語は OIS では英語、SIS では日本語が主に使用されている

が、音楽、体育、芸術などは、両校合同クラスで英語で授業が行われている。 
（３） 本校では、毎年年度始めに教師自身による自己研修として年間目標(Professional Development 

Goal)を設定し校長に提出することになっている。一般的に年間目標は、カリキュラム開発、

教授法、クラスマネジメントなどについて設定されるが、近年「テクノロジー」についても

意識を高め技能を改善するための目標を記することが求められるようになった。 
（４） ＜Hara Sensei’s Home Page＞の URL は下記の通りである。 

http://www.senri.ed.jp/Departments/JSL/JLHara/index.htm  
尚、OIS 日本語科のプログラムについての一般的な情報は、次の URL を参照されたい。  
http://www.senri.ed.jp/departments/jsl/ 
また、筆者が担当する授業についての詳細は下記の拙論も参照されたい。 
原和久（2003）「インターナショナルスクールにおける上級日本語教育の試み」『研究紀要』

第８号, 学校法人・千里国際学園, pp.95-125. 
（５） また、ホームページを開設したことで、国内はもとより海外の日本語の先生方からもカリキ

ュラムや指導法についてよく質問がくるようになった。意図しなかったことだが、結果とし

て国内・海外の先生方とのネットワークづくりにもつながった。 
（６） 12 年生は、調査時点ですでに卒業していたため今回の調査対象には加えなかった。また、

保護者の数が、生徒の数より少ないのは、兄弟ともに筆者のクラスを履修している生徒が５

組あるためである。 
（７） アンケートは保護者に対しては 6 月 15 日に発送したが、6 月中旬からすでに仕事の都合で

本国に帰国してしまった家族もおり、このことが低い回収率の一因となった。 
（８） 2003 年 9 月より、１１年、１２年生については＜Hara Sensei’s Home Page＞にリンクされた

成績管理のための有料サイトで自分の成績を参照することができるようにした。ネット上で

生徒の成績を管理する Web-based educational group ware には、いくつか代表的なものがある

が、セキュリティーと価格の面を考慮して現在は成績管理・閲覧に特化した有料の民間サー

ビスである「MyGradeBook.Com」を利用している。<MyGradeBook>は、アメリカの出版社

である Peason Education の下位部門である teachervision.com によって運営されている。
http://www.mygradebook.com/ 
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資料１  ＜Hara Sensei’s Home Page＞に対する、生徒のコメントと要望 
 
コメント； 
・ 宿題が何か忘れたときに、（ＨＰは）とても役に立ちました。そのおかげで成績が上がったと思

います。（Gr．7 男子、他）［Ｅ= オリジナルの回答は英語］ 
・ 宿題の配点や締切日が分かったのがよかった。（Gr.7 男子、他）［Ｅ］ 
・ 友達の作文を見て学ぶ事が出来るのはいいと思いました。（Gr.7 男子）［Ｅ］ 
・ 漢字テストの範囲が分からなくなったときに、ＨＰでチェックできたのは良かった。（Gr.7 男

子、他）［Ｅ］ 
・ 私自身は、あまり必要なかったけれども、クラスにとってはあったほうがいいものだと思う。

（Gr.7 女子、他）［Ｅ］ 
・ とても便利でいいと思いました。分からない事が載っていて、生徒からするととてもありがたい

ことだと思います。特に休日をはさんで月曜日がテストの時など（宿題が何か忘れても）ちゃん

と勉強が出来ました。（Gr．10 女子）［Ｊ=オリジナルの回答も日本語］ 
・ 全体的に見やすいＨＰで、役に立ったのでよかったと思います。（Gr．10 女子）［Ｊ］ 
・ 転校して初めてこの学校に来たのですが、ホームページにクラスのルールや履修の条件などがち

ゃんと説明してあったので役にたちました。（Gr.10 男子）［Ｊ］ 
・ 私にとっては、ＨＰで調べるよりも電話で友達に聞くほうが、まだまだ早いです。（Gr.10 女子）

［Ｊ］ 
・ ＨＰは便利だけど、（インターネットに接続すると）ほかのことがやりたくなってしまうのがデ

メリットです。（Gr.10 女子）［Ｊ］ 
・ よく宿題が何か忘れれてしまうので、ＰＣをよく使う僕としてはとてもありがたかったです。そ

れに、欠席してもすぐチェックできて授業にあまり遅れない点もとても良いと思います。（Gr.10 
男子）［Ｊ］風邪で学校を休んでも、わざわざ友達に聞かなくても宿題がわかってよかったです。

（Gr.10 女子）［Ｊ］ 
・ 先生の成績のつけ方が分かったのが良かったと思います。現在のだいたいの成績が自分で調べら

れるのもよかったです。（Gr.10 女子）［Ｊ］ 
・ 作文など、いいアイディアが浮かばないときに（友達の作品を読んで）参考にしました。（Gr.11 男

子）［Ｊ］ 
・ レイアウトがわかりやすく、クラスごとに分かれているのが使いやすいと思いました。（Gr.11 女

子）［Ｊ］ 
・ いろいろなところが工夫されていて面白いと思いました。（Gr.11 女子）［Ｊ］ 
 
要望； 
・ 宿題の一覧を表示するだけでなく、生徒個人の成績や未提出物がわかるようなページを作ってほ

しいです。ただし、その場合、自分以外の人が見る事が出来ないようにパスワードで保護された

ページにしてほしいです。（Gr．8 男子、他）［Ｅ］ 
・ ホームページ表示時間がもっと早くなるように改善してほしいです。（Gr.8 女子）［Ｅ］ 
・ 漢字のワークブックを学校に忘れたときでも勉強できるように、漢字のページをホームページで

見る事が出来るようにならないでしょうか？（Gr.8 男子、他）［Ｅ］ 
・ 漢字ゲームなど、ゲームを通して日本語の学習が出来るページがあるといいなと思う。（Gr.7 男

子）［Ｅ］ 
・ 先生が過去に担当したクラスのクラス写真があってもいいかも。（Gr.10 女子）［Ｊ］ 
・ やさしくてわかりやすい日本語で書かれた日本のニュースを載せてほしい。（Gr.10 女子）［Ｊ］ 
・ インターネットの各種・辞書サイトへのリンクがあったら便利だと思う。（Gr.11 女子、他）［Ｊ］ 
・ ＢＢＳがあったらいいと思います!!  （Gr.10 女子）［Ｊ］ 
・ もっとインターネットで調べものをしたいです。（Gr.10 女子）［Ｊ］ 
・ 漢字の練習シートをなくした時のために、ＨＰに掲載されているといいかと思います。（Gr.10 

男子）［Ｊ］ 
・ 僕は普段、インターネットで漫画を読んでいます。これは、楽しみのためですが、日本語の勉強

にもなります。ＨＰにも、楽しみながら日本語を勉強できるページがあるといいと思います。

（Gr.10 男子）［Ｊ］ 
・ （生徒作品へのアクセスに）パスワードはつけないで!! どうせ忘れるし面倒くさい。（Gr.10 女
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子）［Ｊ］ 
・ 試験の後、解答をＨＰに載せてもいいかもと思いました。（Gr.11 男子）［Ｊ］ 
 
＜Hara Sensei’s Home Page＞にアクセスしなかった生徒の理由； 
・ 宿題が何かはクラスで指示があるので、特にＨＰでチェックする必要はなかった。（Gr. 7 女子、

Gr.8 男子、Gr.10 女子、Gr.10 男子、それぞれ１名ずつ。）［Ｅ＆Ｊ］ 
・ ホームページがあることを知らなかった。（Gr.10 男子、１名）［Ｊ］ 
 
資料２  ＜Hara Sensei’s Home Page＞に対する、保護者のコメントと要望 
 
コメント； 
・ いつ試験があるか分かるので役に立ちます。娘が試験の前に勉強しているかどうか知る事が出来

てよいと思います。（Gr.5 保護者、他）［Ｅ = オリジナルの回答は英語］ 
・ （ＨＰの情報があると）子供のことで何か相談したいときに、問題を明確にする事ができ、先生

とコミュニケートしやすくなると思います。（Gr.5 保護者、他）［Ｅ］ 
・ クラスのなかでどんな活動をしているかを理解するのに役に立った。特にカリキュラム、宿題、

毎週の漢字テストのページは役にたった。（Gr.7 保護者、他）［Ｅ］ 
・ 子供が時折「この漢字の読みを教えて」と持ってきて見せる難しそうな語句がならんだプリント。

先生のサイトを見ると、こういう授業の一コマなのね、とわかってよいです。（Gr.10 保護者、他）

［J = オリジナルの回答も日本語］ 
・ 現在履修しているコースの説明だけでなく、「インターナショナル・バカロレア」のコースにつ

いても知る事が出来、良かったです。（Gr.10 保護者、他）［J］ 
・ （HP を見て）授業中の教室の外の廊下にいるような気がします。（Gr.10 保護者、他）［J］ 
・ 息子は宿題を再確認するために、ほぼ毎日＜Hara Sensei’s Home Page＞を開いているようです。

母親として、サポートといえるかどうかは分かりませんが、（HP をチェックしないで）何もしな

いよりは遥かにいいのではないかと思います。（Gr.10 保護者）［J］ 
・ 実際の授業とタイムラグが全くなく常時的確にホームページに作品が掲載されているのに感心

しました。安心感を持ちました。（Gr.10 保護者）［J］ 
・ 最近転校してきましたので、学校のことを知るのにとても役に立ちました。（Gr.10 保護者）［Ｅ］ 
 
要望； 
・ 生徒が読むことが出来る短い読み物があるといいと思う。また、漢字の書き順を知る事が出来る

サイトへのリンクも載せてほしい。（Gr.7 保護者）［Ｅ］ 
・ 娘にとって漢字の学習はとても大変です。毎週の試験に加えて、漢字学習のモチベーションを高

める工夫がもっと必要だと思います。（Gr.7 保護者）［Ｅ］ 
・ より視覚に訴えるために、授業風景などのデジタルフォトをもっと掲載してほしい。（Gr.10 保護

者）［J］ 
 
＜Hara Sensei’s Home Page＞にアクセスしなかった保護者の理由： 
・ 学年の始めに２回ほどアクセスしましたが、その後も宿題など更新されていると知りませんでし

た。（Gr.5 保護者）[E] 
・ 転校してきたばかりで、先生のホームページがあることを知りませんでした。（Gr.6 保護者）[E] 
・ 自分では、コンピューターを使った事がないため、アクセスできませんでした。（Gr.10 保護者）

[J] 
・ １１年生という年齢から、親がいちいち子供の学習態度をチェックする必要はないと思っており

ます。日頃の宿題はその時々にサポートしているのでおおまかに何を勉強しているかは把握して

います。とは言うものの、ホームページをチェックしていなかったことによって、多くの情報を

ミスしてきたことを今になって大変反省しております。来年は、是非活用したいと考えています。

（Gr.11 保護者）［J］ 
・ 子供が宿題をチェックしているのは知っていましたが、それ以上の情報があることを知りません

でした。（Gr.11 保護者）[J] 


